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山下 智茂 理事 （星稜高校野球部名誉監督）
河﨑 護 教諭 （星稜高校サッカー部監督）
林 和成 教諭 （星稜高校野球部監督）






































































































山下先生（星稜高校野球部名誉監督） 河﨑先生（星稜高校サッカー部監督） 北川先生（金沢星稜大学野球部監督） 林先生（星稜高校野球部監督）
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平成27年度専修大学スポーツ研究所研修会報告
石川県・星稜高校／金沢星稜大学訪問
いうような、そういう負のスパイラルというので
しょうか。子どもたちが純粋に野球をできてい
るのかと、親として見ていた時期があったもの
ですので、どうなのだろうということです。です
から、高校で高校2年生と言われましたが、多分
中学校でも中学校2年生ぐらいでもう決まって
いっている子がたくさんいるような気がします。
林　多分そのような流れになっています。
山下　高校でもそのような学校というのは少な
いです。ですから、やはり子どもには勉強させ
なくては駄目です。そうしないと、大学までやる
ときに、やはり本人が苦労しますので、野球ばか
だけつくったら駄目です。本校ではサッカー部
がとても頭がいいです。本当に1番から10番ま
で全部サッカーですから、うらやましいです。絶
対に頭がいいからスポーツが強いのだと思い
ます。ですから悪いことをしないです。頭が悪
い子は悪いことをしますから。ですから、そうい
う学校だと不祥事が起きたりしますので、よい
環境でやったほうがいいです。
佐藤満　星稜高校は文武両道ですね。私自身、
スポーツ関係での講演を依頼されて話します
が、必ず勉強もしっかりとしましょうと。また違
う話になりますが、現在の子供のスポーツは、あ
まりにも低年齢化していますし、技術は相当高
いレベルにあります。レスリングでは、中学チ
ャンピオンが高校チャンピオンといい勝負をす
るぐらい凄い選手が出現したりします。しかし
その選手がそのままオリンピックチャンピオン
のレベルに行くかといったらそうではありませ
ん。その年齢、各カテゴリーのトップレベルに
過ぎないのです。サッカーでもうちの子供の環
境を見ていると、各カテゴリーの中でたくさん
練習をやった者勝ちであり、それに乗り遅れる
と次のステップの環境に行けないところがりま
す。久保建英君と言う日本で初めてバルセロナ
へ入団した選手がいますが、うちの子供と同じ
サッカースクールでした。当時を見ますと、親が
付きっきりで「30cmこっちだった」とか、事細
かにアドバイスを送っていました。本人の意識
も高く素直にそれを実行していましたし、早朝
に自分で親を起こして朝練習にも出かけていた
そうです。今後どのように成長するか分かりま
せんが、今の段階では順調に伸びています。子
供たちが通っている中学校は野球の松井裕樹
選手が卒業生です。彼も順調に育っています
が、どのレベルが最終目標で到達点か分かりま
せんが、各カテゴリーでは成功している一人と
言えます。ユニクロ社長の柳井さんは「人間の
ピークは25歳だと思っている。スポーツ選手で
も科学者でも小説家でも」と言っています。ま
たレスリングの金メダリストは24～26歳が一
番多いのです。このことから私が常々言ってい
ることは、「その年齢までの中で、人間がどのよ
うに成長するのかが大切である」言うことです。
その意味ではやはり人間教育が大切であり、勉
強もしっかりする、純粋で素直な人間でなくて
はならないと。自分の意志から辛いことも進ん
で行動する選手が、多分ここにいらっしゃる皆
さん共通の選手育成ということかなあと思いま
す。スポーツ馬鹿ではなく、人間として育ててい
くということです。私がよく講演で話すことです
が、職人の言葉というのがあります。「金」を残
すのは「下」、「技」を残すのは「中」、「人」を残
すのが「上」です。我々が指導者という立場で
いる限りは、スポーツだけではなく人間の育成
を第一として選手を大切に指導していければと
思います。その上でも、指導者も常に学ばなく
てはなりません。最後となりましたが、他に何か
ございましたら皆さんお願いします。
李　最後、河﨑先生にお願いというか、高校サ
ッカーで、エキスパ トーといわれている本当の
指導者という方の中に、多分河﨑先生も入ると
思います。そういう先生の下で学びたいという
子たちがわざわざ来るというのは、結構あるの
ですか。
河﨑　私、河﨑という監督に習いたいと思って
くる子は、それほど多くはないと思います。星稜
高校サッカー部、本田圭佑の出た学校というと
ころに魅力を感じるというのは一つあると思い
ます。夢を描いて来たら、監督が怖い人だった、
などということになっていけばいいと思います。
怖い中にももちろん愛情も持ちながらだと思い
ますが。なかなか私の人としてのものは外にあ
まり出ないので、まだまだ星稜高校という名前
と、卒業生の選手達が高めてくれたおかげとい
うことです。もちろん野球部のおかげもありま
すので、まだまだそこは自分を磨かないといけ
ないと思っています。
李　私も後ろで先生の姿を見ながら、どういう
指導をされているなど、そのような情報をいた
だいたりしました。佐藤満先生の息子さんには、
僕は前から「星稜高校どうですか」という話をし
ました。ジュニアユースもきちんとレベルは高
いのですが、本当にもしあれだったらと思って
います。それがお願いといいますか。
雪が積もるグラウンドで黙々と練習する選手たち 体育館内ではバレーボール部、バスケットボール部が練習中
39Annual Report 2015
山下　河﨑さん、一番いい選手だとおもいます
よ（笑）。
李　それで育てていただいて、専修大学にお願
いします（笑）。
佐藤満　今日の座談会で感じたことは、山下先
生が築かれた指導哲学、そして人間育成、これ
を河崎先生や林先生など多くの方々が星稜イ
ズムとして受け継がれてきたように思います。
本当に勉強になり、有意義な時間でした。また
このような機会を設けさせて頂いた時には、是
非お話をお聞かせ頂ければと思います。今後と
も何卒宜しくお願い申し上げます。本日は有難
うございました。
佐藤雅　本当に今日はありがとうございまし
た。源流というか、そのものが何だったのかとい
うのを聞きたかったので、お母さんだというの
が聞けて、すごく僕はこれで満足です。それが
ずっと脈々と続いているのだと思いました。そ
れから、これはあくまでも交流会なので、先ほど
の映像がもし必要であれば、先生まで言ってい
ただけたら提供できると思います。これからも、
本当によろしくお願いいたします。
一同　ありがとうございました。
　座談会終了後、星稜高校の部活動、体育施設
を視察させていただいた。雪が積もるグラウン
ドの中、選手達は目標を見据えて黙々と練習を
行っていた。
　また、座談会に先立ちまして、稲置美弥子理
事長、稲置慎也副理事長、宮﨑正史大学長と面
談する機会をいただき、カレッジスポーツ、ジュ
ニア・ユース期のスポーツについて、教育、経
営、マネジメントなど、多角的な視座からお話伺
いました。お忙しい中お時間頂戴しましてあり
がとうございました。
　最後になりましたが、今回の座談会の開催ま
で、ご尽力いただきました稲置学園総務部奥村
様はじめスタッフの皆様に厚く御礼申し上げま
す。
（文中、一部敬称略。お許しください。）
座談会終了後、先生方を囲んでの記念撮影
